
教育⼼理学とはどのような学問か？
教育⼼理学とは

⼀⼈⼀⼈にとってよいのあり
かたを実証的な⽅法で教育明
らかにすることを⽬指す学問

意欲、動機づけ
既有知識

⼈間関係
先⽣、クラスメート

環境
教室、教材、家庭 実証的アプローチ

よりよい
教育

教育条件‧介⼊

主な研究内容 研究対象と⽅法

1 指導⽅法、教材などの介⼊や教室な
どの教育条件が学習者に与える効果

2 学習者のまわりの⼈々が、学習環境
や学習者の⾏動に与える影響

3 意欲、動機づけ、既有知識などの学
習を内⾯的に⽀える仕組み

最近の特に興味深い研究

協調的問題解決能⼒育成のための⽀援 ボードゲームが⼩学⽣に与える効果の実験

結果
‧しっかり⼿厚いヒント（最⼤スキャフォールド）は成績向
上には効果的だが、⾃発的な議論を阻害する。
‧最⼩限のヒント（最⼩スキャフォールド）は⾃由な議論を
促すが、学習効果が低く脱線しやすい。

⽬的と⽅法
問い：授業でボードゲームをやると、集中⼒‧感情のコント
ロール⼒‧テストの成績は良くなるか
対象：⼩学⽣（4.5年⽣）150⼈
⽅法：週２回×10週間、ゲーム後に「⾃分の⾏動を振り返る
話し合い」「テスト」を実施する。
結果
‧学校での⾏動：ボードゲームをやった⼦は、⾃分をコント
ロールする⼒が改善された。
‧精神⼒＆成績：嫌なことがあっても⽴ち直る「レジリエン
ス」が向上し、算数や国語の成績低下を妨げた。

結論
‧ボードゲームは、⼦供の成績や⾏動の「落ち込み」を防ぐ
緩衝材になった。
‧ルールを守る、順番を守る、負けても切り替える練習が⾃
分⾃⾝をコントロールする⼒につながった。

扱う要因 学⼒だけでなく学⼒以外の要因も幅
広く

研究の対象 学校内で起こる事象に限らず、⾝近
な⽇常的な現象全般

研究⽅法
質問紙調査やテストだけでなく、測
定機器を活⽤した計測など多様な調
査⽅法

対象者 学習者だけでなく、教育を⾏う教師
や先⽣も

実験の⽬的
「しっかり⼿厚いヒント（最⼤スキャフォールド）がある環
境」と「最⼩限のヒントしかない環境（最⼩スキャフォール
ド）」の2パターンで、⽣徒同⼠が協⼒して課題を解決すると
きの議論や助け合いの様⼦を分析するため。
スキャフォールドとは
学習者が⾃⼒で達成できない課題に対して⼀時的な⽀援を提
供し、段階的に⾃⽴を促す教育⼿法
対象と⽅法
対象：中学2年⽣78名
⽅法：三⼈⼀組になり、オンラインビデオ会議を通じて数学
の問題に取り組んだ。
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